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前 田 富 頑 教 授 近 影



前
田
富
祓
先
生
の
御
退
官
に
あ
た
っ
て

蜂

矢

真

二
〇
〇

一

（平
成

一
三
）
年
二
月
末
日
を
以
て
、
前
田
富
祓
先
生
が
大
阪
大
学
を
御
退
官
に
な
る
。

先
生
は
、
東
北
大
学
文
学
部
を
卒
業
さ
れ
、
同
大
学
院
文
学
研
究
科
修
士
課
程
を
修
了
、
同
博
士
課
程
を
単
位
取
得
の
上
退
学
さ
れ
て
、
宮

城
学
院
女
子
大
学
専
任
講
師
、
同
助
教
授
、
東
北
大
学
教
養
部
助
教
授
を
経
て
、　
一
九
七
七

（昭
和
五
二
）
年
四
月
、
大
阪
大
学
文
学
部
に
助

教
授
と
し
て
御
着
任
に
な
っ
た
。
そ
の
後
、
教
授
に
昇
任
さ
れ
て
、
ま
た
、
大
学
院
重
点
化
に
よ
り
大
阪
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
に
所
属
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
こ
の
二
四
年
間
に
わ
た
り
、
文
学
部

。
大
学
院
文
学
研
究
科
に
お
い
て
、
学
生
の
指
導
と
御
自
身
の
研
究
と
に
尽
力

さ
れ
、
と
り
わ
け
、
多
く
の
、
か
つ
、
幅
広
い
研
究
者
を
育
成
し
て
来
ら
れ
た
。

そ
し
て
、
国
語
学
会
で
は
、
先
の
五
月
ま
で
理
事

。
大
会
運
営
委
員
長
を
務
め
ら
れ
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
で
は
、
現
在
代
表
幹
事
を
務
め

ら
れ
て
い
る
。
と
り
わ
け
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
は
、
根
来
司

（神
戸
大
学
教
授
。
当
時
）
・
山
内
洋

一
郎

（奈
良
教
育
大
学
教
授
・
同
）
両
氏

と
と
も
に
設
立
さ
れ
た
研
究
会
で
あ
っ
て
、
会
の
運
営
な
ど
に
特
に
力
を
尽
く
さ
れ
た
。
他
に
も
多
く
の
会
の
委
員
等
を
務
め
ら
れ
て
い
る
。

先
生
の
御
著
書
は
、
博
士
学
位
論
文
で
も
あ
る

『国
語
語
彙
史
研
究
』
盆

九
八
五

。
一
〇

明
治
書
院
）
を
は
じ
め
と
し
て
、
奥
様
紀
代
子

氏
と
の
共
著
で
あ
る

『幼
児
の
語
彙
発
達
の
研
究
』
貧

九
八
三
・
一
二

武
蔵
野
書
院
）
。
『幼
児
語
彙
の
統
合
的
発
達
の
研
究
』
貧

九
九
六
・

五

同
）
な
ど
、
国
語
の
語
彙
、
特
に
国
語
語
彙
史
に
関
す
る
も
の
が
中
心
で
あ
る
。
共
編
著
等
は
多
い
が
、
そ
の
中
に
、
国
語
語
彙
史
研
究
会

編

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
盆

九
八
〇
２

和
泉
書
院
）
が
あ
り
、
ま
た
、
前
田
富
祓
編

『国
語
文
字
史
の
研
究
』
貧

九
九
二
２

同
）
が
あ

る
。
現
在
、
国
語
審
議
会
に
お
い
て
、
委
員
と
し
て
、
表
外
漢
字
の
字
体
の
検
討
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
合
わ
せ
、
語
彙

。
語
彙
史
を
中
心
と

す
る
研
究
の
他
に
、
文
字

。
文
字
史
の
研
究
が
加
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
衣
食
住
の
語
彙
な
ど
の
研
究
を
基
に
し
て
、
極
め
て
広
い

郷



御
関
心
の
も
と
に
、
言
語
文
化
史
を
構
想
さ
れ
て
い
る
。
御
論
文
等
は
数
多
く
、
本
輯
掲
載
の
業
績
目
録
は
実
に
一
五
頁
に
及
ん
で
い
る
。

甚
だ
私
的
な
こ
と
で
恐
縮
で
あ
る
が
、
先
生
と
私
は
誕
生
日
が
同
じ
八
月
二
六
日
で
あ
る
。
ま
さ
に
御
縁
と
し
か
言
い
よ
う
が
な
い
。
思
い

返
せ
ば
、
先
生
に
初
め
て
お
目
に
か
か
っ
た
の
は
、
第
五
回
国
語
語
彙
史
研
究
会

（京
都
大
学
楽
友
会
館
）
の
折
で
あ
っ
た
ろ
う
か
、
そ
の
際

は
二
人
の
研
究
発
表
者
の
お
一
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
こ
の
研
究
会
で
会
う
多
く
の
人
が
こ
こ
に
参
加
し
た
こ
と
に
つ
い
て

「前
田
先
生
か

ら
の
御
案
内
で
」
と
言
わ
れ
る
の
を
聞
い
て
、
実
に
広
い
人
脈
を
お
持
ち
の
方
だ
と
思
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
以
来
、
先
生
に
は
何
か
に
つ
け

て
大
変
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
。
そ
し
て
、
そ
の
中
で
、
あ
の
広
い
人
脈
は
先
生
の
お
人
柄
の
よ
さ
に
よ
っ
て
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
、
徐
々

に
知
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
、
お
見
受
け
す
る
の
は
稀
で
あ
っ
た
が
、
筋
の
通
ら
な
い
こ
と
に
対
し
て
厳
し
い
意
見
を
お
っ
し
ゃ
る

方
で
あ
る
こ
と
も
知

っ
た
。
御
研
究
は
も
と
よ
り
、
広
い
人
脈
も
、
幅
広
い
研
究
者
の
育
成
も
、
結
局
は
広
い
関
心
と
厳
し
い
追
究
の
も
と
に

あ
る
と
、
改
め
て
思
う
こ
と
頻
り
で
あ
る
。

そ
の
先
生
を
、
今
、
御
停
年
と
い
う
定
め
に
よ
っ
て
お
送
り
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
大
学
院
重
点
化
は
果
た
さ
れ
た
が
、
独
立
行
政
法
人

化
を
め
ぐ
っ
て
今
後
の
展
望
が
明
確
で
な
い
と
い
う
現
状
に
お
い
て
、
大
阪
大
学
が
今
後
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
行
く
か
極
め
て
困
難
な
局
面
を

迎
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
時
期
に
先
生
の
お
い
で
に
な
ら
な
い
こ
と
は
誠
に
不
安
な
こ
と
で
あ
る
が
、
願
わ
く
ば
今
後
と
も
御
叱
正
を
賜
り

つ
つ
、
そ
れ
を
克
服
し
て
行
く
こ
と
が
残
さ
れ
る
も
の
の
責
務
で
あ
ろ
う
。
今
は
、
先
生
の
今
後
の
御
多
幸
を
お
祈
り
す
る
の
み
で
あ
る
。

本
輯
は
、
大
阪
大
学
に
お
い
て
先
生
に
連
な
る
幾
人
か
に
よ
っ
て
、
先
生
の
御
退
官
を
記
念
し
て
国
語
学
に
つ
い
て
の
特
輯
を
編
む
も
の
で

あ
る
。
本
来
な
ら
ば
こ
こ
に
執
筆
す
べ
き
で
あ
る
人
は
こ
の
他
に
多
い
の
で
あ
る
が
、
種
々
の
事
情
で
や
む
を
え
ず
こ
れ
だ
け
に
限
ら
せ
て
貰

う
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
を
お
断
り
し
て
お
く
。
な
お
、
本
輯
と
は
別
に
、
国
語
語
彙
史
研
究
会
編

『国
語
語
彙
史
の
研
究
』
二
十
が
、
第
二
十

集
記
念
な
ら
び
に
前
田
富
藤
教
授
退
官
記
念
の
集
と
し
て
刊
行
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
大
阪
大
学
に
お
い
て
先
生
の
御
指
導
を
受
け
た

人
々
が
こ
ぞ
っ
て
別
の
論
集

『珈
帥
誌
認
識
難
日
本
語
日
本
文
学
の
研
究
』
を
企
画
し
て
い
る
。
合
わ
せ
て
御
覧
い
た
だ
く
な
ら
ば
幸
い
で
あ
る
。


